
　深谷市教育委員会では、深谷で学ぶ子どもたちが健やかに成長することを願い、「深谷市教
育ビジョン」を策定し、「『ありがとう』があふれる街　ふかや」を合言葉に
さまざまな取り組みを進めています。
　また、学校教育だけでなく、子どもたちが育つ土壌となる家庭、学校、地
域が信頼・協働関係を築き、人づくりの基盤づくりに力を注いでいます。
　その一つとして、「読書の街　ふかや」の創造に取り組んでいます。

　読書は、わたしたちが言葉を学び、感性を磨き、
表現力を高め、創造力を豊かなものとするため
に欠かせないものです。
　読書を通して、それまで知らなかった言葉と
出会うことで、物事に対する興味や関心を高め
たり、意識せずに使っていた言葉をとらえ直し、

物事の見方を新鮮にしたりすることができます。
　また、時には、1冊の本との出会いが自分を
見つめ直すきっかけになることもあります。
　このような出会いの数々が、人としてより深
く生きる力を身に付けていくことへとつながっ
ていくのです。
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どろんこハリーくんへ
桜ヶ丘小学校 1年　おかもと ふうか

ハリーくん、おふろがきらいなんだね。

わたしはおふろがだいすきだよ。だっ

て、あったかくって、つかれがとれるんだよ。

こんどまたはいってごらん。もっときもち

いいとおもうよ。

かたあしだちょうのエルフ
川本北小学校 6年　吉

よし

岡
おか

 優
ゆ

衣
い

エルフは強くて優しくてみんなの人気

者。仲間がライオンにおそわれたとき、

エルフは自分の命もかえりみず、勇かんに

戦い片足を失ってしまいます。

子どもたちを守るためにクロヒョウと戦い、

ついに命を落としてしまいます。どうして

そこまでできるのでしょう。エルフの心の

強さに胸を打たれます。

エルフは死んでからも木になり、みんなが

休める木かげを作ってやります。エルフが

流したなみだは池になります。死んでから

もみんなにつくすエルフ。私も勇気をもらっ

た気がします。

ふかや必読書 30
就学前向け
「いないいないばあ」松

まつ

谷
たに

みよ子
こ

「ことばあそびうた」谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

「とこちゃんはどこ」松
まつ

岡
おか

享
きょう

子
こ

「ねずみくんのチョッキ」なかえよしを
「はらぺこあおむし」エリック・カール

小学校低学年向け
「かたあしだちょうのエルフ」おのきがく
「さっちゃんのまほうのて」たばたせいいち
「手ぶくろを買いに」新

にい

美
み

南
なん

吉
きち

「どろんこハリー」ジーン・ジオン
「ふたりはともだち」アーノルド・ローベル

小学校中学年向け
「渋沢栄一のこころざし」山

やま

岸
ぎし

達
たつ

児
じ

「長くつ下のピッピ」リンド・グレーン
「のはらうた」工

く

藤
どう

直
なお

子
こ

「花さき山」斎
さい

藤
とう

隆
りゅう

介
すけ

「100 万回生きたねこ」佐
さ

野
の

洋
よう

子
こ

小学校高学年向け
「赤毛のアン」モンゴメリ
「風の又三郎」宮

みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

「木を植えた男」ジャン・ジオノ
「十五少年漂流記」ジュール・ベルヌ
「ひろしまのピカ」丸

まる

木
き

俊
とし

中学生向け
「世界がもし 100 人の村だったら」池

いけ

田
だ

香
か

代
よ

子
こ

「夏の庭」湯
ゆ

本
もと

香
か

樹
ず

実
み

「二十一世紀に生きる君たちへ」司
し

馬
ば

遼
りょう

太
た

郎
ろう

「坊っちゃん」夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

「モモ」ミヒャエル・エンデ

一般向け
「おかあさん」サトウハチロー
「かぎりなくやさしい花々」星

ほし

野
の

富
とみ

弘
ひろ

「金子みすゞの童謡集」
「父の詫び状」向

むこう

田
だ

邦
くに

子
こ

「星の王子さま」サン・テグジュペリ

● ● ● ● ●　本と一緒に秋を楽しもう！　｜ 特集 ｜BOOK
ふかや必読書 30

児

童

の

感

想

読書の街 ふかや読書の街 ふかや目目指指せせ

ふ
か
や
必
読
書
30

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
と
が
連

携
し
、
望
ま
し
い
読
書
習
慣
を

形
成
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、

昨
年
、「
ふ
か
や
必
読
書
30
」
を

選
定
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
か
や
必
読
書
30
」
に
選

定
し
た
本
を
、「
市
民
で
あ
れ

ば
誰
で
も
読
ん
で
い
て
、
世
代

を
超
え
て
話
題
に
上
る
よ
う
な

本
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
読
書
の
持
つ
計
り
知
れ
な

い
価
値
を
認
識
し
、
品
格
の
あ

る
文
化
都
市
を
つ
く
る
た
め
の

第
一
歩
と
し
て
、「
ふ
か
や
必
読

書
30
」
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

選
定
さ
れ
た
本
は
、
市
立
図

書
館
や
学
校
の
図
書
室
に
そ
ろ

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
書
の
秋

に
ぜ
ひ
読
ん
で
、
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

※
様
式
や
用
紙
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

宛
て
先　

学
校
教
育
課
（
〠

３
６
６
‐
０
８
２
３
・
本
住

町
17
‐
３
） 

ま
た
は
市
立
図

書
館
に
設
置
の
ポ
ス
ト
へ

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課（
☎

５
７
２
‐
９
５
７
８
）
へ

1学校教育課 ＆ 市立図書館
①「ふかや必読書 30」の選定と普及
② 読書活動推進のための講演会の開催
③ 学校図書館補助員の配置
    （市内全小・中学校）
④ おはなし会の開催
⑤ 4 か月児健診時の読み聞かせ
⑥ 各種展示会の開催

2小学校 ＆ 中学校
① 朝の全校一斉読書の実施
② 読み聞かせボランティアによる読み聞かせ
③ 読書週間・月間の実施
④ 読書集会の開催
⑤ 学校お薦めの本の選定
⑥ 図書室だよりの発行
⑦ 図書室の環境整備

読書活動を推進する取り組み

全小・中学校で一斉読書
が行われ、読書習慣の定
着を図っています

定期的にボランティアに
よる読み聞かせを行って
います

親しみやすい図書室にす
る工夫をしています

本を 1冊読んだら書名や
感想を葉に書いて貼

は
って

います
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特集 と一緒にと一緒に秋秋を楽しもう！を楽しもう！本本
さ
　ん

さ
　ん


